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医療

保健

生活

福祉

避難 復旧・復興

救出・救命
病院避難

避難行動要支援

病院支援・避難所評価、設置
環境整備・巡回診療・こころのケア

健康管理・衛生管理・栄養管理・保健所支援
感染症対策・母子保健・生活不活発対策

福祉避難所・要配慮者支援

避難生活支援・避難所運営支援・被災家屋対応・義援金
物資支援・衣食住・コミュニティ支援・生活/生業支援

平時業務の支援

平時業務の支援

平時業務の支援

平時業務の支援

発災 いのち 健康・暮らし
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医療は社会機能の一部

• 医療と衣食住 切っても切れない関係
• 社会制度（保健福祉）とも切れない関係
• 医療、保健、福祉 平時の管轄は異なる

医療職といえども生活（衣食住）、保健・福祉など
Health活動全般に関わらざるを得ない。
→ 行政・保健所・保健師との連携・協働が必須

災害時には！



0 1 超急性期 2 急性期 4 慢性期

救護活動のニーズ

災害
発生

～72hr ～1W 1W～1M ～3M

3 亜急性期

病院支援
病院避難
救出・救助・救命

福祉的避難所支援
在宅支援
感染症対策・DVT対策・歯科衛生・栄養管理
母子周産期支援
生活不活発対策

こころのケア（被災者・支援者）

避難所評価・環境整備・救護所設置・巡回診療
避難所集約・仮設住宅

LINK
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救急・救命

救護班活動

精神保健・心理社会的支援

健康・生活支援（PHC)

日赤救護班に求められるのは
医療だけではない

被災地のニーズは何か（医療以外も）
赤十字社として出来ることはあるのか
自分の班はどこにいて、誰につなげるのか

「いのちを守り、暮らしをつなぐ」救護班「いのちを守り、暮らしをつなぐ」救護班



0 1 超急性期 2 急性期 4 慢性期災害
発生 3 亜急性期

病院支援
病院避難
救出・救助・救命

福祉的避難所支援
在宅支援
感染症対策・DVT対策・歯科衛生・栄養管理
母子周産期支援
生活不活発対策

こころのケア（被災者・支援者）

避難所評価・環境整備・救護所設置・巡回診療
避難所集約・仮設住宅
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救急・救命

救護班活動

精神保健・心理社会的支援

健康・生活支援（PHC)

医療と地域、健康と暮らしをつなぐキーパーソンは？

「命あっての物種」の後には、必ず健康・暮らし支援が必要
災害関連死 Zero へ

全てに関与できる医療職は？
地域のリソースは？

特に健康・暮らし支援活動

クリニック・病院
看護師
医療ソーシャルワーカー
災害医療コーディネーター

地域の関連組織・施設
行政内関連部局、地域支え合いセンター、
支援関係機関、NPO、ボランティア 等
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「被災地域の在宅避難者を戸別訪問
する日赤看護師（石川県珠洲市）」

「被災地域を戸別訪問して活動する
日赤こころのケア班（石川県珠洲市）」

保健師と協働した救護活動は必須
日赤救護班・看護師による健康生活支援、心理社会的支援(こころのケア)
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令和5年度日本赤十字社第2ブロック支部総合訓練
2023年10月21～22日 埼玉県秩父市 当番:埼玉県支部

【参加機関】

【参加人数】

【目的】 豪雨災害対応における日赤救護活動と地域組織との連携・協働



病院
特色をいかした
機能発揮

支部
地域に密着した

活動

被災者の命と健康、尊厳を守る
地域づくりの実現

福祉
施設
特色を生かした
機能発揮

地域

地域社会との連携・協働 平時～災害時
日本赤十字社のグループ力・ネットワーク力を活用

行政
保健所

連携・協働

被災者支援に
取り組む
企業・団体

連携・協働

8
ボランティア活動講習等事業

ボランティアの活躍

地域の赤十字組織（支部、病院・施設、ボランティア、地区・分区）
講習等を通して人々が集まり、それぞれの役割を持ち、
平時から地域・コミュニティとのつながりをつくる ➡ 地域・コミュニティづくりへの貢献

➡ 平時の連携・協働は災害時にもつながる
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災害時 救護班にも「健康、暮らし、尊厳を守る活動」が求められる。
避難所、避難所外の被災者支援 健康・生活支援
支援者支援 被災地行政、保健師 こころのケア

ボランティア 医療、こころのケア
何れも、行政・保健師・ボランティアとの連携・協働が必要。

平時
災害超急性期の「いのち」に特化した訓練だけでなく、
「健康・暮らし」に関わる訓練にも医療救護班との連携・協働が必要。

行政等が行う避難生活訓練にも「救護班」の参加により顔の見える関係を構築
日赤であれば各都道府県支部または本社救護・福祉部まで連絡お願いします。
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